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９ 地域支援活動 

 

「地域支援活動」 ３年生 生活文化科 週４時間（※１・２年生→家庭科専門科目内で実施） 

２年生までは、専門科目の中ですべての生徒が家庭科の専門力を活かしたすべてのプロジェクトに携わ

り、多様な人と関わりながら実践から学びをえる。この学びを 3 年生で「地域支援活動」と位置付ける課

題研究の中で活かして、自らプロジェクトをたちあげ実践を行った。内容としては、５～10 月に週 2 時

間の施設実習を行い専門教科の学びから課題解決をはかる活動とした。休校期間中には不足するマスク

を製作し、実習先などに配布するなど高校で身につけたスキルを地域へアウトプウとする活動を実践に

移すことができた。えびの産業文化祭でも規模を縮小して地域特産物の開発・販売の実践を行った。 

 

①全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連携・協力先※実績】えびの市子育て支援センター、えびのボランティアクラブ、えびの市立飯野小学

校、えびの市立飯野中学校、えびの市立真幸小学校、ＪＡえびの市青年部、ＪＡえびの市女性部、えびの

市出身プロモデル（増元美喜氏）、裏千家、えびの市 SAP 会議、えびの産業文化祭実行委員会、えびの市

社会福祉協議会、飯野保育園、社会福祉法人慈愛会 

 

 

年 月 実施項目 

２  

科目名 

〇フードデザイン →ＳＡＰと連携した地域特産物開発 

〇ファッション造形基礎 →子育て応援プロジェクト（小物作り） 

〇発達と保育 →子育て応援プロジェクト(運動会企画) 

〇生活美学  →高齢者支援プロジェクト 

３ 

６ 

 

10 

地域実習①～⑩ 

グループ協議（目標設定）→実習 

→振り返り（課題→解決策） 

※事業所における課題から専門領域を活かした解決策の提案、実践 

９ 

12 

個人レポート作成 

発表プレゼン作成 

１ グローカル学習成果発表会 
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②専門科目に組み込んだプログラム 

 家庭科の専門科目で地域を中心とした外部講師を招聘し、それぞ

れの科目に応じた講座を開いている。例えば、ファッション系科目

ではファッションショーを企画しそのウォーキング指導をプロの専

門家に依頼し行っている。今年度は大分県とオンラインでつないで

実施するなどここでもハイブリッド型学習が行われている。このほ

か、地域の特産物を使ったメニュー開発をＪＡ婦人部やＳＡＰと協

働して行ったり地域人材を専門科目にリンクさせた取り組みが日常

となっている。 

１年 

茶道講座 

手話講座 

認知症サポーター養成講座 

ＩＣＴ活用ファッション造形基礎 

折り鶴プロジェクト 

はらぺこあおむし手袋製作 

読み聞かせ会  

２年 

kokoyade フィールドワーク 

布製おもちゃづくり 

ビュッシュ・ド・ノエル製作 

えびの市産業文化祭小物製作 

 

３年 

保育所訪問活動 

ウォーキング講座 

ドレス製作 

ファッションショー 

フラワーアレンジメント講座 

福祉施設訪問活動 

えびの市産業文化祭（開発商品販売）  

③地域特産物開発プロジェクト 

えびの米の田植え、稲刈り 

体験活動を通して、地域の特産品に関する理解を深めるとともに、「え

びの市ならではの 特産品」の開発につなげる。 

６月下旬／１０月下旬に実施 

小学生と高校生が合同で田植え、稲刈りを実施する。高校生はえびの

米を活用した特産品の開発に取り組む。 

場所：高校前の水田 
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④課題研究 

専門科目で取り組んだことをアウトプットし地域の課題解決に役立てようと課題研究では、半年間

の実習を行っている。これは地域で展開されている事業所で生活科学の視点から課題を見つけ、解決の

ための実践を行うものである。今年度も様々な取り組みが行われている。 

Ｒ２ 課題研究の展開について 

 授業内容（実習先） 

 〇ファッション分野（ヒューマン）････検定対策、ヒューマンサービス関連の研究 

 〇フード分野（フード）････検定対策、フード関係の研究（地域特産物の商品化プロジェクト） 

 〇保育分野 （教育関係）････教材研究など実習先と関連した研究 

 

              

 

分野 ファッション フード 保育 

授業

内容 

〇検定対策（希望者） 

    受験級の指導 

〇研究活動（地域支援） 

お楽しみ会企画 

小学生向けミシン教室 

 

○個別・グループ活動 

 コースターつくり 

 美容室でのプレゼント作り 

〇検定対策（希望者） 

    受験級の指導 

〇研究活動（地域支援） 

 

 

 

 

 

○個別・グループ活動 

・学校菜園 

・スーパーのポップ作り 

・飲食店のマスコット作り 

〇教材研究 

（実習先の課題・準備） 

〇研究活動（地域支援） 

 

 

 

 

○個別・グループ活動 

・保育園・幼稚園向けおもち

ゃつくりや壁かざり 

・保育園児向け便利グッズ 

・図書館へ大型絵本バック 

授業

展開 

２年次 

〇課題研究の説明、先輩の紹介 

〇課題意識、目的意識調査、研究テーマ模索（ワークシート１）→後日、講座の発表 

３年次 

〇テーマに沿った活動計画作成（ワークシート２） 

〇材料費などまで含めた計画書作成 ※検定受検者は作業も可 

〇えびの市に出前講座の依頼（えびの市の現状、若者に期待すること）１ｈ 

〇実習先でのマナーと心がけるべきこと （ワークシート３） 

〇事業所への挨拶、打ち合わせに向けての準備（ワークシート４） 

〇実践計画（課題研究Ⅰ、Ⅱとの関連性）（ワークシート５） 

    →ワークシートは５まで。 

 

えびの産業祭り出店 

グルメコンテスト出店 

農産物の活用計画 

お弁当作り講座 

子育て支援センター 

イベント企画 

中学校出前講座 
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実習においては、コロナ禍で活動が制限される事業所もあったが、自分たちに何ができるかと問をもって

取り組んでいた。例えば、感染リスクを考えて外出ができなくなった福祉施設の高齢者に向けたファッシ

ョンショーの企画やマスク・小物製作、ＳＡＰと連携して生産した地元野菜を使った料理やお菓子の開発

など家庭科の専門力をフルに生かした取り組みの実践を行った。 

 

生産した米粉を使用して制作したパンやお菓子 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡＰと連携して校内で季節野菜を生産→地域メニューの開発 

 
               酢豚        ピーマンを使ったソース 

 

■生産野菜スイートコーン【アナグマ対策のための柵設置】       

（棒の取付） （柵取付） （１段目の取付） (２段目の取付) 
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 昨年度当該授業において作付したスイートコーンについて、アナグマ被害

によりほど全滅した。そのため、今回は、実がなる前に対策として柵を設置

することとした。アナグマを見たことがないという生徒も多く、また鳥獣被

害対策としてジビエについてもサポーターの立久井氏よりレクチャーを受け

た。 

 

■活動内容【誘引作業（カラーピーマン）】     ■活動内容【植え替え（カラーピーマン）】 

  （誘引作業）       

非常に生長が著しいため、                （現状）  

誘引作業を実施。 

                    9 割の苗が水、肥料不足 

                   枯れてしまった。 

                    残った苗の対策を実施。 

 

                             

          

各事業所での実習 

 

ほうよう            ＲＩＺ        グループホームあおい 

  

      正一              飯野小学校 
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10 課外活動への波及 

 今年度は「地域貢献」「地域探究」「地域支援」それぞれの活動が、生徒主体でカリキュラム内外の活動

に広がっている。これは昨年度以上であり、コロナ禍にありながらも実践を重ねていくことで深い学びに

つながっていくのではないかと考える。 

 

11 教科と総合探究 

探究的な学びを教科の学習にもつなごうと職員研修を実施している。ここでは、地域との協働による探

究的な学びを取り入れた各科目等における学習を相互に関連させ，教科等横断的な学習とする取組につ

いてとして各教科の視点で何ができるかを考え、教科ごとに取組みを実践した。 

実施内容 詳細 

カリキュラム・マネジメント研修会 

本校の探究活動をより深化させるため、教科

横断のグループで各教科の実践について協

議 →各科目で実践 

全学科コースで課題解決のための実践を通した探究活動の展開により「主体的で、対話的で、深い学び」

につながり、探究のサイクルを回して学びを深めることで様々な教科の思考を要することもでてきてい

る。例えば、観光プロジェクトに取り組んだ生徒で「域内だけ考えるのは限界で、課題を俯瞰し海外の事

例を学びたい」と実際に渡航しての調査活動や、オンラインで意見交換会（英語で会話）を行うなど学

校・地域の枠を超えた学びを自ら創り出していた。このように活動が深まればおのずと教科的な要素も強

くなる事例も出てきている。また、カリキュラム中にインプット、アウトプットの機会を活用しながら教

科的な要素を入れていくことも有効である。さらに、教科学習の中でも学年・コースに応じて、どのよう

な指導を行っていくか研修し、職員全体で探究を柱としたカリキュラム・マネジメントに取り組んでい

る。以下は英語科の取組みである。 

 

学年・クラ

ス・コース 
 取り組み内容  期待できる効果 

  

１

学

年 

 

 

 

 

    

普通科 

 ＡＢ 

 

・授業はじめにスモールトーク(天気や、

週末にしたことなどちょっとした会話)

を実施する。 

・日本文化紹介や環境問題などのレッス

ンで、英語でペアまたはグループ発表を

行う。 

・自分が体験したこと、感じたこと発表するこ

とにより、主体的に表現する力を身につける

ことができる。 

・1 つのテーマについて、意見を出し合いなが

ら、協働して活動する姿勢を育成できる。 

 生活 

文化科 

  Ｃ    

 

・教科書や副教材、VITAL3000(英単語集) 

を活用し、基礎学力の定着を養成する。 

・普段の授業の中で、小学校英語教育が実

践しているまず「音声」（聞く・話す）か

ら入り、「読み・書き」につなげる授業を

展開する。 

・インターンシップ（地域貢献活動）や田植え

（地域支援活動）などを通じて、主体的に自国

や地域の文化、自らの経験を英語で発表する

素地を作ることが期待できる。 
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２

学

年 

 

 

 

 

 

 

普通科 

  Ａ 

 総合 

コース  

・地域貢献活動に関するトピックを英語

でも取り上げることで、活動への意欲・関

心を高める。 

・Small Talk をはじめ様々なグループ活

動や、主体的プレゼンテーション活動を

取り入れる。 

・生徒が取り組んでいる活動を英語でも話題

に取り上げることで、英語への苦手意識を払

拭し、英語への意欲・関心も高まる。 

・他者とのかかわりの中で、主体性、協調性、

コミュニケーション能力、プレゼンテーショ

ン能力といった社会で自立して生きる力が養

われる。 

普通科 

  Ｂ 

 探究 

コース  

・教科書の内容で環境問題や地域貢献な

どを取り扱った単元を読んだ後で、自分

たちは何ができるか考え、英語で発表す

る機会を設ける。 

・日本国内は元より、世界の事象や取り組みを

知り、グローバルな視点で物事を捉えること

ができる。また、英語でのプレゼンやスピーチ

の経験を積み、自信を持って人前で発表でき

る態度を育成できる。 

 生活 

文化科 

  Ｃ    

 

・生活文化科特有の活動に関するトピッ

クを英語でも取り上げることで、活動へ

の意欲・関心を高める。 

・Small Talk をはじめ様々なグループ活

動や、主体的プレゼンテーション活動を

取り入れる。 

・生徒が取り組んでいる活動を英語でも話題

に取り上げることで、英語への苦手意識を払

拭し、英語への意欲・関心も高まる。 

・他者とのかかわりの中で、主体性、協調性、

コミュニケーション能力、プレゼンテーショ

ン能力といった社会で自立して生きる力が養

われる。 

  

  

  

３

学

年 

 

 

 

 

 

 

普通科 

  Ａ 

 総合 

コース  

・教科書や副教材、Data Base4500(英単

語集)を活用し、基礎学力の定着を図ると

ともに、グループワークを多用すること

で、授業への学習意欲や興味・関心を高め

ることに努める。 

 

・普段から音を聞いたり、声を出すことを意識

させながら、英語学習に取り組ませることで、

モチベーションを維持し、コミュニケーショ

ン能力を高める効果が期待できる。 

・また、英語での発表の場を持つことで、主体

的に、対話的に地域貢献活動につながる教育

を目指す。 

普通科 

  Ｂ 

 探究 

コース  

・授業の予習を義務付ける。 

・課の内容に沿って、スピーチやグループ

によるプレゼン発表をさせる。 

・自宅学習だけでなく、授業でも主体的に学ぶ

姿勢を持たせることができる。 

・他者と協働する姿勢、自分の考えを持ち、そ

れを表現する力を育成できる。 

 生活 

文化科 

  Ｃ    

 

・生活文化科特有の活動に関するトピッ

クを英語でも取り上げることで、活動へ

の意欲・関心を高める。 

・Small Talk をはじめ様々なグループ活

動や、主体的プレゼンテーション活動を

取り入れる。 

・生徒が取り組んでいる活動を英語でも話題

に取り上げることで、英語への苦手意識を払

拭し、英語への意欲・関心も高まる。 

・他者とのかかわりの中で、主体性、協調性、

コミュニケーション能力、プレゼンテーショ

ン能力といった社会で自立して生きる力が養

われる。 
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12 次年度以降の課題及び改善点 

  ２年目を終えようとしているが、生徒たちの本事業による取り組みが高校を核とした地域創生に強

いインパクトを与えていると実感している。地域とのつながる活動は、「社会に開かれた教育課程」の

実現とカリキュラムマネジメントの実践にもつながっている。教科での学習活動にも探究の要素がし

だいに入ってきており、次年度以降もさらに発展的に取り組んでいきたいと考えている。 

 

 

13 生徒の意識変化 

  以下のグラフは、今年度の 3 年生に開発したカリキュラムを終えた時点で行ったアンケートの結果

である。例えば、地域の課題と世界の課題のリンクや地域課題に関わりたいということについては学習

の成果もあり当初の目的を達成しつつある。特に、「学習を通じてやりたいことが増えてきている」と

回答した生徒が 83.9%と、多くの生徒たちが経験や実践をもとにそれぞれの視点で取り組めたことが

分かる。また、「自分が関わることで社会を変えられるかもしれない」と答えた生徒が 54.8%いたこと

は日本財団が同じ項目で 18 歳に調査している結果（18.3%）を大きく上回っており、高い意識を持っ

た生徒たちが育成できていることが分かる。これらのことは、地域と協働した探究活動で様々な力が身

についたことや縦割りの教科学習だけでは身につけることのできない力を得られたことが大きいので

はないかと考える。最終年度となる次年度は、このあたりも検証していきたい。 
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14 成果の普及方法・実績について 

 

各研修会やメディアを通じて本校の取組みを発信している。 

 

・グローカル学習成果発表会の開催（県内外、市内中学校、地域住民 約 100 名オンライン） 

・全国グローカルリーダーズ summit の実施（県内外から約 100 名参加※オンライン） 

・全国高等学校教育改革研究協議会 事例紹介 

・令和 2 年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業担当者会議」事例発表 

・ＭＳＥＣ（宮崎県 SDGs 教育コンソーシアム）参画 

・宮崎学園高等学校 特別進学科「総合的な探究の時間」授業 

・宮崎県立都城西高校職員研修 事例紹介・ワークショップ 

・三重県立飯南高等学校職員研修（オンライン） 

・えびの未来カフェの開催（本校生＋地域住民 90 名参加 ※オンライン） 

・ＭＲＴ（宮崎放送）みらい みらい まなび隊「地域探究活動」授業紹介 

・ＵＭＫ（テレビ宮崎）スーパーニュース 「地域探究活動」紹介 

・ＭＲＴ（宮崎放送）ニュース Next 「地域支援活動」紹介 

・ＮＨＫニュース 「地域支援活動」紹介 

・第１５回マニフェスト大賞 優秀政策提言賞 

・宮崎日日新聞掲載「地域貢献活動」「地域探究活動」「地域支援活動」 

・視察受入（静岡県立榛原高校、島根県立津和野高校、長崎県立佐世保西高校、こゆ財団） 

・静岡県マイプロジェクト教育関係者研修会 

・キャリアガイダンス掲載「地域探究活動」 リクルート 

・ＶＩＥＷ２１掲載「地域探究活動」ベネッセ 

・大学新聞掲載 大学新聞社 

・月間ガバナンス掲載 
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